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高効率なMnSi系熱電材料
マンガンケイ化物系熱電変換材料で従来比約2倍の出力因子を実現

従来のマンガンケイ化物系の熱電材料ＭｎＳｉxは、熱電特性や耐熱
衝撃 性に優れており、例えば、熱電特性の一つである出力因子Ｓ ２ σ
（ここで、Ｓはゼーベッ ク係数、σは電気伝導度）として、最大で、５０ 
０℃のとき、２．２２ｍＷ／Ｋ ２ ｍが得られている。
しかし、これらでは材料中にＭ ｎＳｉ（マンガンモノシリサイド）が、Ｍ 
ｎＳｉｘのｃ軸方向に数十ミクロン周期で層状に析出し、これが材料の
性能指数Ｚ（出力因子Ｓ ２ σを熱伝導度κで割ったもの）を低下させ
る原因となっている。
本発明は、ＭｎＳｉの層状析出を抑制し、より熱電特性に優れた熱
電材料および熱電材料の製造方法を提供する。
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層状析出を抑制

関連文献

代表的な熱電変換材料である鉛・テルル系に匹敵する性能
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